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　胆道ドレナージ（広義）は胆道外瘻術（狭義の胆道ドレナージ）と胆道内瘻術を含む．
本号では広義の胆道ドレナージについて特集した．胆道ドレナージはドレナージされ
る部位によって，胆管ドレナージと胆囊ドレナージに分けられる．近年の胆道ドレ
ナージ法の進歩はめざましい．
　従来，胆道ドレナージは手術的に行われることが一般的であった．胆道ドレナージ
が必要な患者は全身状態が不良なことが多く，手術的胆道ドレナージは侵襲的で，合
併症の頻度が高かった．その後，低侵襲的な方法として非手術的ドレナージが考案さ
れた．まずは経皮的ドレナージが開発され，経皮経肝胆管ドレナージや経皮経肝胆囊
ドレナージが行われるようになった．さらに，胆管ドレナージについては，より低侵
襲的な方法として，内視鏡的胆管ドレナージが開発され，安全で確実に施行できるよ
うになり，現在では最も一般的な胆管ドレナージ法になっている．内視鏡的胆管ドレ
ナージとして，おもに経乳頭的アプローチ法がとられている．経乳頭的ドレナージが
困難な病態に対しては，EUS‒FNA の手技を利用して胃十二指腸壁を貫いて胆管を穿
刺してドレナージを行う方法が開発されている．胆囊ドレナージについては，経乳頭
的や EUS 下に行う方法も用いられている．ドレナージに用いるカテーテルやステン
トなどのデバイスも進化を続けている．
　このように現在では種々の胆道ドレナージ法が行われている．臨床医には患者の病
態や全身状態に応じた適切な胆道ドレナージ法を選択していただきたい．
 （杉山　政則）
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